
　
今
回
は
、
私
の
日
常
業
務
と
と
も
に

町
長
室
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
長
は
、
町
の
全
て
の
予
算
を
編
成

す
る
権
限
と
、
教
育
委
員
会
が
担
当
す

る
以
外
の
町
の
事
業
を
執
行
す
る
権
限

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の

業
務
を
ひ
と
り
で
担
当
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
は
基
本
的
な

方
針
を
決
め
、
各
担
当
課
が
事
業
内
容

の
詳
細
を
組
み
立
て
、
そ
の
内
容
に
対

し
て
決
裁
を
行
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

中
で
、
私
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、町
長
室
に
は
机
が
あ
り
、

そ
こ
に
印
鑑
な
ど
決
裁
に
必
要
な
物
品

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
長
の
仕
事
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る

た
め
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

克
服
す
る
た
め
、
ほ
ん
の
小
さ
な
光
を

探
し
、
突
破
口
を
見
い
だ
す
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
長
室
で
い
ろ
い
ろ
な

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ぱ
っ
と
見
渡

し
て
み
て
も
、
壁
に
は
土
地
利
用
の
規

制
を
示
す
地
図
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す

し
、
オ
ゾ
ン
濃
度
測
定
器
や
オ
ゾ
ン
発

生
器
、
私
と
職
員
が
打
ち
合
わ
せ
の
際

に
資
料
を
映
写
す
る
た
め
の
32
イ
ン
チ

の
テ
レ
ビ
、
小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｔ
教
育

を
研
究
す
る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
工
夫

を
こ
ら
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
る
た

め
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 り

町
長
の

ひとり

語
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問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

伊勢町と菰野町との観光振興に向けた
連携協力協定の締結式が役場本庁で行

われました。これは、身近な観光地を訪れる
マイクロツーリズムをさらに促進するため
に、海という菰野町とは異なる観光資源を持
つ南伊勢町と協定を締結することで、それぞ
れの観光協会などが連携を行い、お互いの観
光分野の活性化や交流人口の増加を図るため
のものです。締結式で柴田町長は「今回の協
定を県内の北と南の交流のきっかけにした
い」と伝え、南伊勢町の小山町長は「観光や
文化などさまざまな交流に期待したい。北勢
地域にはない南伊勢町の熊野灘の魅力などを
ぜひ体感しに来てください」と応えました。

南伊勢町と連携協力協定

南

三重県の北と南で観光交流を図る

日22
◀
両
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と

も
に
写
る
締
結
式
で
の
記
念
撮
影
の
様
子

命の駅伝は、がん研究を支援するため
の募金活動を目的としてランナーが
PRしながら県内各所を走る駅伝で、町
では今年で３回目の実施となりました。
駅伝当日は役場本庁での出発式と募金
箱の受け渡しを行ってスタートし、
菰野厚生病院へ向かうコースを６
人のランナーが走りました。ラン
ナーの皆さんは、通行者に手を
振るなどして啓発活動を行い
ながら雲ひとつない青空の下、
町内を軽快に走り抜けゴール

しました。

生
い の ち

命の駅伝を実施

生

がん研究支援のチャリティーラン

日17
11月

◀
御
在
所
岳
を
背
景
に
菰
野
大
橋
を
走
る
ラ

ン
ナ
ー
た
ち

◀ランナーとして一緒にコースを走った柴田町長

本赤十字社三重県支部菰野町地域奉仕
団結成式が町民センターホールで行わ

れました。日本赤十字社では、市町村ごとに
地域奉仕団を設置しており、町では 270人
以上の方が奉仕団に参加し、今後の有事の際
に地域で炊き出しを行うなど活動を実践して
いただきます。結成式では、活動資機材とし
て団旗や炊き出し釜が伝達されました。

日赤地域奉仕団が結成

日

災害時などもしものときの助け合い10月

◀
団
旗
を
受
け
取
っ
た
菰
野
町
地
域
奉
仕
団

委
員
長
の
北
岡
さ
ん
（
写
真
中
央
）

日31

10月
12 火1

飲酒を知りながら
運転を依頼、要求して

同乗した人

飲酒運転した方以外
も処罰の対象です。

年末
の 交

県 民
通 安

運 動
全

12 木10
思
い
や
る 

や
さ
し
い
心
で 

走
る
三
重

【スローガン】

シートベルトとチャイルド
シートの着用の徹底

飲酒運転の根絶横断歩道における
歩行者優先の徹底

STOP
飲酒運転
inみえ

飲酒運転のおそれが
ある人にお酒を飲ませた人、
車を貸した人

CAUTION

子どもと高齢者の
交通事故防止

三重県内で特殊詐欺の被
害が多発しており、前年
に比べて被害件数や被害
額が増加しています。

特殊詐欺

多発中防
げ
ま
す 

家
族
の
一
言 

詐
欺
被
害

【合言葉】

特殊詐欺被害に遭わないように下記のような
電話や訪問があった場合はすぐに家族に相談
するか警察に連絡してください。
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令和２年
10月末時点

令和元年
10月末時点

被害件数

75件

被害件数

115件

１億1,520万円
被害額

４億1,100万円
被害額

＋２億9,580万円
前年同期比

＋40件
前年同期比

「料金未納がある」

「登録個人情報を消去する」

「犯罪に関わっている」

「キャッシュカードを渡してほしい」

「暗証番号を教えてほしい」

「還付金がある」

別消防訓練を湯の山乗馬クラブ付近で
実施しました。訓練は感染症対策を踏

まえて例年より参加人数を縮小して第１部と
第２部の２部制に分けて行い、消防署、消防
団員など約40名ずつが参加しました。訓練
では、林野火災を想定して消防署と消防団員
による火災防ぎょ訓練が行われました。

特別消防訓練を実施

特

11月９日～15日の秋の火災予防運動に合わせて

日８
11月

◀
訓
練
の
最
後
に
行
わ
れ
た
消
防
署
と
消

防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水


